2010年2月3日　　　第319回関西眼疾患研究会　特別講演
「意思決定過程の融合脳科学研究」
京都府立医科大学院医学研究科神経生理学　木村　貫
　脳科学の特異性(融合脳科学)として、心理学、生理学、解剖学、生理学、分子生物学、情報科学と融合して発展してきた。脳科学の成果は、「心」の機能の解明と傷害の理解、精神神経疾患の病因解明と治療につながる。特定領域研究「統合脳」５領域(統合)脳科学、神経回路、脳システムの分子脳化学、病態脳科学）というプロジェクトがあり多次元における能研究の統合的推進と支援・異分野の連携による脳機能解明の実現によって卓越的な研究成果(多くの論文を)を上げていた。
このプロジェクトが今年度で終わる事から包括型脳科学研究推進支援ネットワークという研究活動が始まり木村先生が代表者となられる。
具体的な内容として伝統的な神経生理学として1962年　ノーベル賞学者のHubel　wiselという視覚のモデルについて説明された。
融合脳科学の導入によって高次の脳科学の解析的な科学研究が出来るようになった。感情・意思決定・価値判断・思考・社会性の研究が最近ではnatureなどの論文になってきている。木村先生がされているのは情動、意思決定に関する研究だそうだ。さまざまな例を具体的に提示され分かりやすい説明であった。この意思決定には脳のドーパミンが重要な働きをしている事が分かってきた。脳のドーパミン作用の異常として①枯渇すると体がこわばって動きが減少するなどのパーキンソン症状が出現する。②異常な亢進・調節障害が起きると薬物やアルコール中毒となることは以前より知られていた。
猿の報酬実験ではドーパミン細胞の放電(ドーパミン放出量)は報酬予測の誤差を示していることが分かった。報酬に基づく意思決定と行動選択のアルゴリズムという考えがあり強化学習理論と呼ばれている。ドーパミン信号は報酬予測の誤差を示していると考えられ大脳基底核の信号は選択肢の価値信号を示していると考えられた。そこで作業仮説として①線条体の細胞は、行動選択肢の価値を表現する②ドーパミン信号によって行動価値が更新されるとし、これを検証するために計算理論の連携によって仮説の検証を行った。報酬価値の高い選択肢を推定して選ぶ実験を行う課題とした実験について述べられ上記作業仮説が正しいことを説明された。
大脳基底核のドーパミン細胞は選択肢の長期的な報酬価値を表現している。
非常に分かりやすく説明された。まだ融合脳科学はまだまだこれからで今後が楽しみな分野だと考えられた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　福岡　秀記
